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商
社
の
チ
ク
マ
（
大
阪
市
中
央

区
）
は
8
月
2
日
、
大
阪
市
内
で

「
服
育
と
で
き
る
20
の
こ
と
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
い

た
。「
衣
服
を
通
じ
て
心
を
育
む
」

と
い
う
意
味
を
込
め
た
概
念
「
服

育
」
の
取
り
組
み
が
今
年
20
周
年

を
迎
え
た
。
多
様
性
の
尊
重
と
い

っ
た
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ

っ
て
服
育
が
目
指
す
方
向
性
も
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
未

来
に
向
け
て
、
服
育
の
7
ス
テ
ッ

プ
を
服
育
と
で
き
る
20
の
こ
と
を

込
め
な
が
ら
、
改
め
て
衣
服
が
持

つ
力
を
発
信
し
た
。

服育は学校の制服の枠に
とどまらず、企業の制服も
含め、ユニフォーム全体の
ソリューションのプラット
フォームへと変化しつつあ
る。服育でつながった仲間
とともにより良い未来を目
指すためにも、チクマはさ
まざまな取り組みをこれか
らも実践していく。

服服育育でではは活活用用ででききるるささままざざままなな教教材材もも用用意意ししてて
いいるる。。制制服服のの一一生生（（原原材材料料かからら縫縫製製、、着着用用、、リリササ
イイククルル、、廃廃棄棄））ににおおけけるる環環境境負負荷荷ににつついいてて、、特特にに
温温暖暖化化のの原原因因ととさされれてていいるるCCOO22のの排排出出量量をを見見ええるる
化化ししたた「「制制服服のの一一生生すすごごろろくく」」やや、、服服育育をを楽楽ししくく
気気楽楽にに学学べべるる「「服服育育四四ココママままんんがが」」ななどどをを紹紹介介しし
たた。。ニニッッケケのの教教育育支支援援ププロロググララムム「「ウウーールルララボボ」」
をを含含めめ、、担担当当者者のの説説明明にに熱熱心心にに耳耳をを傾傾けけるる学学校校関関
係係者者のの姿姿がが目目立立っったた。。

学生服やユ
ニフォームの
大きな役割と
して、「人をま
もる」という
機能がある。
安全で安心で
きるくらしを

守る上でも服育の中で重要なキーワードと
なってくる。特に最近は地球温暖化の影響
からか猛暑日が増え、熱中症患者も増加傾
向にある。
そのような環境下で注目されるのが電動
ファン（EF）付きウエア。チクマは2018年に帝

人グループ、電動工具メーカー最大手のマ
キタと共同開発した2層内圧式構造のEFウ
エア「チクマノスマファ」を展開している。

制服やユニフォームは、オンとオフの気持ちを
切り替える上でも重要な役割を果たしている。事
務服では着用環境やその日の気分でアイテムを選

択することがで
き、好みのウエ
アを着用しても
集団美を崩さな
い多様性を考慮
した新しい「働
・楽・服」を発
信。「ユキトリイ」シリーズでは心地良い
シャリ感とドライタッチ、吸水速乾性に
優れた夏らしいギンガムチェックを使っ
たトップスなどを展示した。

日本でSDGs（持続可能な
開発目標）や環境問題に対す
る意識の高まりとともに、エ
コデザイン（環境配慮設計）
に沿った取り組みが今後増え
る可能性がある。
チクマでは業界内でも早く
から環境問題に取り組み、05
年には「広域認定制度」（環境

大臣認定）第1号の企業にな
り、ユニフォームのリサイク
ル推進に率先して取り組んで
きた。14年には北九州市と国
内初となる官民共同で古着リ
サイクル事業を開始。22年に
は古着回収リサイクル事業を
「チクマノループ」としてブ
ランド化し、さまざまな企業

との連携が広がる。
23年にはイオンリ
テールと連携し、全
国の「イオン」「イオ
ンスタイル」の店舗
内に衣類の素材別回
収ボックスを設置
し、不要衣類を回収。

ボックスには服育も表記し、
衣類回収・リサイクルを通じ
て消費者へ服育に対する認知
度も高めた。今年も実施して
おり、服育に対する認知は消
費者へも着実に広がりつつあ
る。

「衣服を通じて心を育む」という意味を込めた概念「服
育」の取り組みが、今年で20周年を迎えました。最初は
学校との取り組みが中心でしたが、時を経て学生服メー
カーや販売代理店をはじめ、さまざまな連携先と力を合
わせながら、服育は今や共通理念として広がり始めてい
ます。SDGs（持続可能な開発目標）や多様性など、こ
れまでなかった概念によって服育の考え方も変わってき
ました。今後は古着回収リサイクル事業「チクマノルー
プ」やユニフォーム管理システム「チクマノハブ」など
を通じて、服育をユニフォーム業界全体のソリューショ

ンのプラットフォ―ムにしていこうと考えています。これからも当社だけで
なく業界の未来を語る上で、服育は重要な概念として発展させ続けます。

社社会会のの中中でで自自分分はは何何者者かかをを
伝伝達達すするる上上でで、、衣衣服服はは「「自自分分
をを伝伝ええるる」」とといいうう重重要要なな要要素素
をを持持つつ。。特特にに警警察察やや消消防防とといい
っったた制制服服ややユユニニフフォォーームムはは、、
そそののよよううなな存存在在をを伝伝ええるるこことと
でで、、社社会会のの安安心心・・安安全全にに直直結結
すするる部部分分ももああるる。。

IIRRいいししかかわわ鉄鉄道道（（金金沢沢市市））やや、、神神姫姫ババスス（（兵兵庫庫県県
姫姫路路市市））のの制制服服をを展展示示。。「「安安心心感感」」「「信信頼頼感感」」「「親親ししみみややすす
ささ」」ををココンンセセププトトにに、、地地元元にに根根付付くく公公共共交交通通機機関関のの顔顔
ととししてて制制服服ががそそのの一一面面をを担担っってていいるる。。

衣
服
は「
衣
食
住
」の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、

お
し
ゃ
れ
の
観
点
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、「
生
活
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
も
の
と
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
」

と
指
摘
。
グ
ロ
ー
バ
ル
や
環
境
と
い
っ
た
世
界

の
流
れ
を
「
衣
服
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
で
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
育
て
、
多
様
性
や
公

平
性
を
考
え
ら
れ
る
服
育
を
広
げ
た
い
」。

被
服
心
理
学
を
通
じ
て
開
発
さ
れ
た
「
着
こ

な
し
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
は
13
年
に
開
発
さ
れ
、

9
0
0
校
を
超
え
る
全
国
の
学
校
で
活
用
さ
れ

て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
介
し
て
生
徒
同
士

で
「
ま
ず
は
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
大
切
」
と

指
摘
。「
共
通
認
識
は
何
か
を
話
し
合
っ
て
み

る
」
こ
と
で
服
装
の
効
果
を
生
か
し
た
教
育
、

生
活
に
つ
な
が
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

近年、性的少数者（L
GGBBTTQQ））へへ配配慮慮すするる流流れれ
かからら、、制制服服ををブブレレザザーーへへ
モモデデルルチチェェンンジジすするる動動きき
がが活活発発ににななっってていいるる。。学学
校校だだけけででななくく社社会会ににおおいい
ててもも多多様様性性、、公公平平性性とといい
っったた考考ええはは誰誰ももがが居居心心地地
よよくく共共存存しし、、今今後後のの持持続続的的なな社社会会のの発発展展ののたためめににもも切切
っっててもも切切りり離離せせなないいテテーーママににななりりつつつつああるる。。
愛愛知知県県のの小小牧牧市市立立中中学学校校でではは「「第第33のの制制服服」」をを採採用用。。
個個人人のの価価値値観観やや多多様様性性をを尊尊重重すするるここととをを考考ええ、、第第33のの
制制服服ととししてて今今年年かからら導導入入ししてていいるる。。重重ねね着着ををししててもも奇奇
麗麗ななシシルルエエッットトをを保保ててるるゆゆととりりののああるるジジャャケケッットトにに、、
オオリリジジナナルルチチ
ェェッッククののススカカ
ーートト、、ススララッッ
ククススをを採採用用。。
動動ききややすすささやや
寒寒暖暖へへもも対対応応
しし、、制制服服のの進進
化化をを感感じじらられれ
るる展展示示でで来来場場
者者のの関関心心をを高高
めめたた。。

日
々
進
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
サ
イ
ク
ル

の
最
前
線
情
報
や
、サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
実

現
に
向
け
て
、衣
服
か
ら
で
き
る
こ
と
を
紹
介
。

20
年
以
降
、将
来
あ
る
べ
き
社
会
の
実
現
を
見
据

え
た
、「
社
会
価
値
起
点
」で
の
考
え
が
広
が
る

中
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
「
時
間
は
か
か
る

が
総
合
的
に
や
っ
て
い
く
」
こ
と
で
服
育
に
対

す
る
認
識
を
広
げ
る
必
要
性
を
説
い
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
5
・
85
％
の
人
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は

学
校
だ
け
で
な
く
全
体
で
も
諸
外
国
に
比
べ
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
取
り
組
み
も
法
制
度
も

大
き
く
遅
れ
て
い
る
。
教
育
現
場
で
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
制
服
を
き
っ
か
け
に
「
一
歩
踏
み

込
む
」と
と
も
に
、「
制
服
は
子
供
を
守
る
ツ
ー
ル

で
あ
り
、
社
会
の
取
り
組
み
に
も
つ
な
が
る
」。

「
第
3
の
制
服
」
を
導
入
し
た

小
牧
市
立
中
学
の
制
服

試着体験コーナーではEFウエア
などを着用し、効果を体感

未
来
に
向
け
た

服
育
の
7
ス
テ
ッ
プ

そ
の
中
に
は

「
服
育
と
で
き
る
20
の
こ
と
」が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【第2部】 「服から社会を変える」

古着回収リサイクル事業
「チクマノループ」を発信

4識者が服育の可能性・必要性を力説

全国から学校や学生服アパレル
・素材メーカー、販売代理店

など約200人が集まった

のことのこと

【第一部】 「服から暮らしを変える」

チクマチクマ

未来を語る上で外せない「服育」に未来を語る上で外せない「服育」に未来を語る上で外せない「服育」に

帝
人
グ
ロ
ー
バ
ル
管
理
管
掌
補
佐

兼
Ｒ
ｅ
Ｐ
Ｅ
ａ
Ｔ
代
表
取
締
役

チ
ク
マ
服
育
n
e
t
研
究
所

有
吉
直
美
氏

宮
坂
信
義
氏

202020

「服育」にまつわる数字「服育」にまつわる数字

“服育”と
できる

“服服育育”と
できる

実際に採用された企業ユニフ
ォームも展示され、トレンド
を知ることもできる

堀松 渉 氏

講演

社長

お
茶
の
水
女
子
大
学

グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
所
特
別
研
究
員

宝
塚
大
学

看
護
学
部
教
授

内
藤
章
江
氏

日
高
庸
晴
氏

つながる 広がる
服育でつながる
つながりで支える
子どもたちを応援する

こころを育む
大切にする心を育む
関心を育む

着こなす力を育む

人をまもる
事故・災害
暑さ・寒さ
快適性
動きやすさ

環境をまもる
長寿命設計

サステイナブル素材
リサイクル
アップサイクル

気持ちを変える

服でスイッチ
雰囲気を創る
帰属意識

伝える 感じる

自分を伝える

多様性と公平性

居心地よく共存
持続的な社会発展

（第三種郵便物認可） 2024年（令和6年）9月2日 月曜日5


